
桜井市仏教美術調査

美術工芸研究室

阪)I'diは大平nでも平くから聞けた I:J也納.で，長谷J仏 大抑制1~I:，談山 pll社などの117社寺が存

在し，これらの社寺を'1'心として多くの仏教美術が伝えられている。特に彫刻l作品は古代から

近|止にまでわたり，各H寺代を通じて;Rすところがなく， '-j:lにはわが国の美術!とにとって欠くこ

とのできないすぐれたものも含まれている。桜Jl'di内の仏教美術の訓査は奈良国立時物館や、''1

研究所によって ， llijzjd大社ミ5・を 'IJ心に行・われており，すでに国主やヨl~文化財に指定されてい

るf'p，'o'，も少なくないが，iI1内各大宇の会所寺などを合む 140数ケ所の'1-'小社寺については玲ん

ど水調査の状態であ った。、''1研究京では奈良ß，t教育委L~会，脱~I:dí市!とt，jfii築主の協ブJを得て ，

これらのn寺の仏教夫綜Iについて悉符調査を行なった。調査は 6月から12月まで 71"1にわ た

り，149ケ所の 1400('1:に及ぶ作1111を対象とした。

ふ;調査で特にrt11されたのは平氏l時代の彫刻作品である。このH引にの作品は妙I'J'N木造業i'iI!i

bll米立像， 1f門院lえびま:pi: 1m:の木造不動明王~I~f~ (いずれも主文)などすでに知られている作品

も少なくなく ， また川~þ;(苛=の木彫liF (，r(文一双{EJ玉里H品't水寺球)や人-御輪寺川威の木造地球

背両立{象 ('-'-<1宝一法|均 ，'j'~!i.)など ， 近fドm外へ移されたものもあるが， 今川の調査では501' 1二を上

必~る('1' ，'0'1が確認された。 このi也の -'1λ火彫刻は地域(1':1にみて山 11\1部と ギj也l~j)と に大lJIJ される。 111

11¥: illlでは小夫上之f)J木造十一而鋭背-立{象 (f'釦;j104，5cm)， 三輪平等寺木造十一而観古・立像 ((，釦;1

105ω)， 笠竹林寺木造不動明王立{象 ((匁，:';j97，8cm)など10世紀から11世紀にかけての一木造の古

{裂が11:1=1され，12世紀の作品では三輪法念寺木造十一而観音立像 ((I~，:':jl05 ，6ω)， I~':j米一乗寺木

造十一而観音・立像 ((I~，:';jl06 ，5cm)などがあり， これらはし、かにもこのj也で制作されたとみられ

るぷ朴な表現のものである。特にこのうち十一而観11像はいずれも中世以降，両手首が長谷寺

式 (左手でIUiを執り，右手は第一JHをi削げて念珠と錫杖を執るj杉)に改造されており，また'-1'世以降

に制作された十一而慨古・像の始んどが長谷寺式であり ，それ らと併せ，長谷寺を小心とするこ

のj也械の'1-1 1止以降のい仰形態を知る 1:で興味深いものがある。 ~Iλj也郊で住円されたのはギ宏後

JUIの ~III~J;陀如米像である。 その追AJ1は10数例に上り， 外山報恩寺のj川丈六の~I~像 ((象，:';j218，2

四) ， 怒思寺阿~J;IIt:'なの坐像 ( (，象î:';j87側) などのように， 当時の'1-1火;の作風を示す術木造の('[;1'11'1

から， 像1:';j50cmにも沿I~jたない一木地の~~A、トな表現の小像まで多岐にわたっている。これらの始

んどは12世紀に制作されたもので，これらを伝える，11，院がj争上京や融通念仏宗と係りがあり，

往11与の i~(1上信仰をJL体的に示す遺品としてJ'lmなイ{fEといえる 。

この他， SJz1.(時代の作品で特にflと立をひいたものにJ5不動院の木造不動明王メI~ {J象 ( (公正;j85cm)

がある。桧材，得木造， 彫i胤通形の像で，1<.而はjl1・色におおわれているが， A，'lilに切金文係

のJ}~跡が認められ， 五1 t象時には草間な彩色を施していたものであろう。体躯の均汗がよく ， 洗

記長されたìII~~ftな作H止を示しており ， ??門院， 玄筑!仏以オ千三'1'， 市谷ミ，If'など条lU，~卜 の '1λv.時代
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桜)j:(li仏教主体i，J!，I1't

の不動明王像がし、ずれも'(lrrH生12かな('F}Jllをが しているのに対し，12世紀の中火版式の珍しい('ド

例といえる。なお， _，j~像の火焔光や~;々}'jiも像と 1，，1時のものが伝えられている。

他の時代では. 15世紀にIYi/111一円で活脱した'{(i院仏nlliの作1¥-1'17')¥71:11された。 体躯の均衡がよ

く， しかも冴やかなノJ泌を示すのが特色で. '~{llI f時代の作例中では際立ったイ(在と いえ る 。 Tlï

|人l て'は点 111薬nI1i 1;~の ;i.(~'(:弘大 11_[j'ìÎ'i'釈'12の ~II*~I~ (~良な どが勿l られ， 今 1'" の訓:t-Eーでは新たに"必み;妙

来，1)，の木造阿必j?以11米坐像 (限尚25.8cm)がiu'l;r1l1付のJ札口銘によって A文 7年 (1538)ib;i次， 以

内良1Iによ って制作されたことが判明した。この他，銘，h!等で確必 し仰ないが，点源r~且駆柴 ，Ij:の

木造阿弥陀如米兵仕像 ( ((~I:・:j42cm) ， 西之'I主l也必 ，1)，の木造j也威主I1湾、1':蜘{象 ((~虫刈2ïc皿) なども山院仏

印liの('FMIと認められ，この派の作品が比較的、引也に:!sIIIして伝わ っていることがわか った。

絵l踊は、lλ安11寺代. ~fr時代までj遡る作品のめんどが長谷寺や淡11 1 pll~ l :などの大 ~I:--'i'に集111し

て{ぷえられており，すでに安11られているものが多L、。今Inlの訓代で特にnなされたものに近|止

の仏引換図がある。 バil木jの各jぐドのミT院に山派をII¥Jわず伝え られており ， 54....i，(次J'U<割引)が

鍛認された。 2)J 1711 の ìll l然会に使川する もので，現 (1':でもこれを{火って illl~~会を行なってい

る.Jf'院も少なくなL、。これらの始んどに施人民i1'l. *8縁行名， ~I~J('I'{ I '. JJけなどが記され，、"11也

の近世におけるい仰!との資料と して in~なものといえ よう。なお，阪 Jhli}，'，1辺のililllf，Hにもl'iJ

慌の傾向があり ，それらの地域の調査も10昨年される。

l.4ミ1111も彫刻や絵Illijに劣 らず多数の作品が(ぷえられているが，やは り近|止のも のが/1:倒的に

多い。しかし平交時代，鎌灯時代のf'1;lh'lも少なからすYぶえられており ，それらは絵IIIIjと l'iJ様，

長谷寺なと'の大411に:!sIIIし，制作，{r次をJ己すUii¥'i('1'例も含まれ，すでに屯民主化IH手に指定さ

れているものも少なくなし、。それ学の 他， 今1"1の訓貨では1111止の{I二紀を1ft!す幾つかの作例が

比IUされて注11をひいた。 金]:MIで・は多武q;!'YI 1Il fì;~の銅鐘(J:':j68 . 5cm) がili内M:i!iの追1111とし

住 11された。小形ながら盗がよく ，鎌1.'r末JUjのb11司'¥的71I姐iで，i也の川のー|ぎに「大型院主rr熊出1・

品、'a 元千二~r.- ) J 口 鈎以之 町l主ミ字問・J (132311'.)の陽鋳銘があり ， 他のーT<に 「二仰院

応永二十七五I~'" … J (142011:')の追刻があり， Jl;)1C:山城大聖院の ~íl としてつくられ， その後

J;(郁二尊院へ移され，後ち、竹山の所蔵となったことが知 られる。なお，この錨は多武宅念仏説ii

の経~に所在したものである 。 滝1倉f守引『付l区迂所イfU.の〉制鈍 (ω1:正ρ“心可;j8ωO佃)は「屯江L忌沼副証江以:(を亡5失lた之しているのが↑附l作?しま

れるが 「込奉言鋳沌倉山鮪 』比b、ノ永kll

1肘l日w附J川刊刊以印郎11J (14191ド〉の刻s銘古があり ，
、1'1 1也沌fr縦割の主'i1として~lJllfl' されたことが知 られる 。 この

他附綿文妹院本'ì:~JE而に懸る大j拶の銅製鰐 1-1 (i制0.6cm)は応ぷ17イド (1410)の年紀があり ， 間

口の古例としてi~・ill:な存在である。その他では木造礼盤二基が夫々天板兵而に年紀をイjする品

川銘があり ，室町時代の基準作例に力nえることとなった。 山間苦行守分 (帆61cm.~;j18cm ) は桧

，M. [~漆塗で 「多武峯妙楽学Í'阿中坊'ff;住 火;}c11.内乙六月古日」 とあり ， もと妙楽寺')'の (1・物で

あったことが知られ， IU毘政大nm堂分 (申，".i5!)cm，1:':j18.5cm)は 「天文 |ソ¥:(1'.内己 7i.J J 11，' 11附と

/1.4:松 川|片岡~~\V以」 とあり ， 明治2l'. 1 ・の術進銘が十j' ，:c されている 。 ( 11 1 '" .筏!J~ )
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奈良国立文化財併究所年報

JHnlすで主I i!J昨年次｜｜所 有 者 l ttnl圭土全｜附

.Ct l持金払i三年 組 148.8 89.5 天H:5 28 t),J訟法楽寺 留王 202.2 153.2 ！；，：保15
ワ 加l添長谷寺 m 177.5 139.0 天正9 29 刊の沼地蔵王子 紙 160.5 123.5 元文2
3 阿部文殊院 絹 182.2 140. 7 'f.!.永17 30 J,1 長福寺 絹 187.8 164.5 ヨ；.／；伶2

住it·妙主主寺 紙 118.4 95.9 'f.!.文2 31 ·1,1：川観音堂 ti巳 127.0 97.3 3'f.li怜3
:, 3匹以念仏寺 紙 178.3 124 .o 見文8 32 北山!}I!隆寺 til 123.0 77.0 ir.11-'i 4 
6 三 n j也政院 紛 146.0 88.3 党文II 33 お坂j也政院 紙※ 160.0 162.8 安永7
7 新民数西 ti 寺 紙 120.8 88.0 延京7 3,1 三倫 t.t 念寺 記t 118.0 58.3 天切］ 5 
8 B臣殿区 ヰj 調］ 133.0 89.0 延'.ii'.9 35 日.l '.t J也波守 自t 138.2 94.3 文政6
9 外，11 tu思王子 約 143.0 117.0 天平ll 2 3β 上之IE ff• 福寺 紙 123.0 88.0 天保8

10 . .，，認極楽守 調t 143.5 88. 7 天1司12 37 VJ湖皆川院 絹 152.4 118.8 安政4
II ,m 銘茶店Ii寺 調t 160.7 115.0 天平11,1 38 辻 釈 l＇.宇 王子 lil 156.9 118.4 安政7
12 ぷIii光：；，：，－； e/f' 制t 184. 7 118.0 J'C／元 39 桜井チミ防I ':!r ま「l 144.5 115.0 'ti.文年1::i
13 小火秀門守 指t 128.6 75.6 点字3 40 小夫地厳守f 抱l 126.9 73.9 江戸11�·（1:;
14 z:" 皮Ill e/i• 紛 157.5 134.0 』＇.｛I主3 41 行司i延命寺I 調t 127. 7 75.5 江戸時代
15 大j止大Jil #j' 約 206.'I 136. l 元保2 ,12 1til'i'羽安楽寺 調t 152.7 116.0 江戸IIH止
16 )j( Ill大企：＃j· 相t 164.3 119.0 元禄2 43 Jt1'i'羽鰻光￥［ 調L 138.0 107.5 江戸時代

成f（凶ブJ守j 制t 209.0 139. 7 元ti\ 4 ,14 ,'11谷i也政院 ※紙 99.5 57.0 江戸時代
18 ト 大Fl 1:t 抱t 184.0 129. 7 元以6 ,15 百·s 弐 － * ':!j, 融E 166.3 132.0 江戸時代
19 ,::i Ill 1主I �l elj• 指t 160.0 90.5 ヨ：永元 116 生Ill Jt; Ill寺 制t 182.0 135.0 江戸日制t
20 ＇.崎3台,r. 地球� 指t 宣Uk 2 •17 J.l!の内 JL rn 守［ ※紙 118.9 57.3 江戸時代
21 脇本妙�1子｛ 紹 171.0 130.0 うiUk5 48 穴例常活：＃f' ※担L 121.5 73.0 江戸時代
22 今Jt-谷1ihli願寺 紛 176.0 12€.•I 正徳2 49 ！符q, I変 ill 奇［ 指t 153.0 128.0 江戸時代
23 上之’＇:if上宿三�i· 員3 182.5 130.5 正徳2 50 薬師＇.＇；＜；平等号i 指t 109.8 57.5 江戸l時代
24 大μ越観音St 紙 144 .6 91.8 必f!i\ 4 51 三伯区 千I 指t 159.5 117.3 江戸ll)i'(\::

25 川合天王j伝 紙 1,11.0 95.5 I;,:f呆5 52 ’F 小」 ，ん峰、 ニキ一， tll 160.5 118.5 江戸時代
26 戸j i叫常念寺 紙 1•16.0 105.9 ぶ保9 53 初瀬長谷守i 高1 197.0 172.0 江戸時代

27 池之内!r法寺 紙 158.5 14 l.O 立保15 54 金限区 司i 紙 121.5 7-1.0 江戸時代

仏i塁然図 一覧表（材質の絹はm木：；.；：色． 紙（i紙本諸色の目指。※mは下車土木版〉
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